
“遊び心”ですべての地域をハッピーに！

会議ファシリテーター普及協会
五霞支部

～楽しい会議による、楽しいまちづくり～

ご　　　か



　　当会は、ファシリテーション（楽しい会議を開催するスキル）を活用して、地方主権のインフラ（まちづくりについて

　語り合う場）の構築、まちづくりって楽しいネ！と感じてもらう人を増やすことを目的とします。

当会は、２０１４年度に茨城県五霞町が開催した「五霞町まちづくりファシリテーター養成講座（全８回）」（講師：

　会議ファシリテーター普及協会（釘山健一代表、小野寺郷子副代表））の受講生が、卒業後に「ゴーサインファミリー」

　というグループを結成。楽しい話し合いのスキル、場の雰囲気を盛り上げるスキル、会場の飾りつけのスキルなどなど

　身につけたいろいろな「まちづくりのスキル」を、地域・企業・学校などの「話し合いの場」や「イベント」で活用・

　実践していき、積み重ねた実績により支部に認定されました。

　　　　当会のメンバーは、「ファシリテーション」という楽しく会議を進めるテクニックについて学んでおり、ファシ

　　　リテーションを活用した会議（サロンや市民討議会など）を開催するスキルをもっていることが最大の特徴です。

　　　　メンバーがもっとも大切にしていることは「遊びこころ」。メンバーが学んでいるファシリテーションのスキル

　　　の最も大事な点が「遊びこころを忘れない」ということ。

　　　　まちづくりの基本的な考え方として、市民と行政が一緒にやっていく（これを協働という）ということをモットー

　　　をしており、市民がやるとか行政がやるとかではなく、常に一緒にやっていくということを大事にしています。

　　１．自分のできる範囲（身の丈）で、みんなで無理なく楽しみながら活動します。

２．参加者の気持ち・心を大切にし、主体性と可能性を引き出すために、みんなで力を合わせて取り組みます。
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